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安全記号

測定器およびマニュアルに記載された以下の記号は、本器を安全に操作するた
めに守るべき注意事項を示します。

DC（直流電流または電圧）
注意、危険あり（具体的な警告／
注意情報については本書を参照）

AC（交流電流または電圧）

人体に危険な、電気が流れてい
る導線の周囲での使用、および
導線からの除去が許可されてい
ます

直流／交流両方
U1191A/U1192A: 最大許容電流測

定は 400 A

グランド端子
U1193A/U1194A: 最大許容電流測

定は 600 A

二重絶縁または強化絶縁で保護
された機器。

Category III 600 V 過電圧保護

注意、感電の危険あり Category IV 300 V 過電圧保護

 400 A 
MAX

 600 A 
MAX

 CAT III 
600 V

 CAT IV 
300 V
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安全に関する注意事項

本器を使用する前に、以下の内容をお読みください。 

以下の安全に関する一般的な注意事項は、本器の操作、サービス、修理のあら
ゆる段階において遵守する必要があります。これらの注意事項や、本書の他の
部分に記載された具体的な警告を守らないと、本器の設計、製造、想定される
用途に関する安全標準に違反します。キ一サイトは、顧客がこれらの要件を守
らない場合について、いかなる責任も負いません。

– 抵抗、導通、ダイオード、キャパシタンスをテストする前には、回路の
電源を切り離し、高電圧キャパシタをすべて放電してください。

– 測定に対して適切な端子、機能、レンジを使用してください。

– 本器は最大 2,000 m の高度で使用するように設計されています。

– 電流測定を選択したときには電圧を測定しないでください。

– 必ず指定された種類の電池を使用してください。メータの電源は、標準
の 1.5 V 単 4 電池 2 個によって供給されます。電池をメータに挿入する

際には、＋と－の表示を確認して、正しい方向で挿入してください。

– 新しいバッテリーに交換する場合は、漏れの少ないバッテリーの使用を
お勧めします。長期間メータを使用しない場合は、バッテリーを取り外
してください。バッテリー漏れの危険があります。

– 測定器の損傷や感電のリスクを避けるために、仕様で定められた測定リ
ミットを超えないようにしてください。

– メータに損傷がある場合は、メータを使用しないでください。メータを
使用する前に、ケースを検査してください。ひびがないか、プラスチッ
クが欠けていないか調べてください。特にコネクタの周囲の絶縁材に注
意してください。

– テスト・リードの絶縁が損傷していたり、金属が露出していたりしないか
を調べてください。テスト・リードの導通を確認してください。テスト・
リードが損傷している場合は、メータを使用する前に交換してください。

– 爆発の危険性のあるガス、蒸気、水分のある環境でメータを使用しない
でください。
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– 端子間、または端子とグランド間に（メータ上に示された）定格電圧を
超える電圧、電流を印加しないでください。

– 濡れた場所や水分のある表面上でメータを使用しないでください。
メータが濡れた場合は、必ず修理技術者に依頼してメータを乾かして
ください。

– 使用する前に、既知の電圧を測定してメータの動作を検証してくださ
い。60 Vdc、30 Vac RMS、42.4 V ピークを超える作業を行う際は、十

分に注意してください。感電事故のおそれがあります。

– 電流を測定する場合、回路の電源をオフにしてから、メータを回路に接
続してください。メータは必ず回路に直列に挿入してください。

– 温度測定の際には、熱電対プローブをできるだけメータに近づけ、60 
Vdc、30 Vac RMS、または 42.4 V ピークを超える表面に接触させない

ようにしてください。感電事故のおそれがあります。

– メータのサービスの際には、必ず指定された交換部品を使用してくだ
さい。

– プローブを使用する場合は、プローブの指ガードより前に指を出さない
ように注意してください。

– ライブ・テスト・リードを接続する前に、コモン・テスト・リードを接
続してください。リードを切り離す際には、ライブ・テスト・リードを
先に切り離してください。

– 電池カバーを開ける前には、メータからテスト・リードを取り外してく
ださい。電池カバーまたはカバーの一部が取り外された状態、またはき
ちんと固定されていない状態で、メータを操作しないでください。

– 電池が消耗していると、間違った読み値が表示され、感電事故や怪我に
つながるおそれがあります。電池消耗インジケータが点滅している場合
は、ただちに電池を交換してください。

– メータは、本書で指定する方法でのみ使用してください。そうでないと、
メータによって提供される保護機能が損なわれる可能性があります。

– 測定を実行する場所で、危険な通電部分が接触可能な状態にある場合
は、個別の保護機器を使用する必要があります。

– 手持ち部分の安全に触れられる限界は、触覚性のインジケータまたはバ
リアによって示されます。
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測定カテゴリ

Keysight U1190A シリーズ ハンドヘルド・クランプ・メータは、CAT III、600 V
および CAT IV、300 V の安全規格に基づいています。

測定カテゴリ I AC メインに直接接続されていない回路に対する測定です。

例としては、AC メインから派生しない回路、および AC メインから派生する

回路で特別に保護された（内部の）回路があります。

測定カテゴリ II 低電圧設備に直接接続された回路に対する測定です。例と

しては、家庭電気製品、電動工具などの測定があります。

測定カテゴリ III 建物設備に対する測定です。例としては、分電盤、分電

ボード、サーキット・ブレーカ、配線（固定設備のケーブル、バス・バー、
ジャンクション・ボックス、スイッチ、コンセントなど）、産業用機器、固定
設備に永久的に接続された固定モータなどの機器に対する測定があります。

測定カテゴリ IV 低電圧設備の電源で行われる測定です。例としては、電気

メータ、一次過電流保護装置、リップル制御装置の測定があります。
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環境条件

本器は、屋内の結露が少ない場所で使用するように設計されています。下の表
に、本製品の一般的な環境要件を示します。

環境条件 要件

動作温度 － 10 ℃～ 50 ℃

動作湿度
30 ℃までの温度で相対湿度最大 80 ％、

50 ℃で相対湿度 50 ％までリニアに減少

保管温度 － 40 ℃～ 60 ℃、40 ％～ 80 ％ RH（電池を除く）

高度 2000 m まで

汚染度 汚染度 2

U1190A  オーディオ・アナライザは、以下の安全規格と EMC 規格に適合し

ます。

– IEC 61010-1/EN 61010-1

– IEC 61010-2-032/EN 61010-2-032、IEC 61010-2-033/EN 61010-2-033

– CAN/CSA-C22.2 No. 61010-1

– CAN/CSA-C22.2 No. 61010-2-032、CAN/CSA-C22.2 No. 61010-2-033

– UL Std. No. 61010-1

– UL Std.No. 61010-2-032、UL Std. No. 61010-2-033

– IEC61326-1/EN61326-1

– カナダ：ICES/NMB-001

– オーストラリア／ニュージーランド： AS/NZS CISPR 11

– 現在のリビジョンの適合宣言を参照してください。詳細については、
http://www.keysight.com/go/conformity を参照してください。
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規制マーク

CE マークは、欧州共同体の登録

商標です。この CE マークは、製

品が関連するすべての欧州法的
指令に適合することを示します。

RCM マークは、オーストラリア

の通信メディア庁の登録商標 
です。

ICES/NMB-001 は、この ISM デバ

イスがカナダの ICES-001 に適合

していることを示します。

Cet appareil ISM est conforme a la 
norme NMB-001 du Canada.

本器は、WEEE 指令（2002/96/
EC）のマーキング要件に適合し

ます。貼付された製品ラベル
は、本電気／電子製品を家庭ゴ
ミとして廃棄してはならないこ
とを示します。

CSA マークは、カナダ規格協会

の登録商標です。

この記号は、通常使用時に危険
物質または有害物質が漏れ出す
ことがないと期待される期間の
長さを示します。製品の期待寿
命は 40 年間です。
8 Keysight U1190A クイック・スタート・ガイド



Waste Electrical and Electronic Equipment(WEEE) 指令 
2002/96/EC

本器は、WEEE 指令（2002/96/EC）のマーキング要件に適合します。貼付され

た製品ラベルは、本電気／電子製品を家庭ゴミとして廃棄してはならないこと
を示します。 

製品カテゴリー：

WEEE 指令付録 1 の機器タイプに基づいて、本器は「Monitoring and Control 
Instrument」製品に分類されます。

製品に貼付されるラベルを下に示します。

家庭ゴミとして廃棄しないでください。

不要になった測定器の回収については、Keysight 計測お客様窓口にお問い合わ

せいただくか、以下のウェブサイトで詳細をご確認ください。 
http://about.keysight.co.jp/en/companyinfo/environment/takeback.shtml

セールス／テクニカルサポート

セールス／テクニカルサポートに関する Keysight へのお問い合わせについて

は、以下の Keysight ウェブサイトのサポートリンクを参照してください。

– www.keysight.com/find/handhelddmm 
（製品固有の情報およびサポート、ソフトウェアおよびドキュメントのアッ
プデート）

– www.keysight.co.jp/find/assist 
（修理およびサービスのワールドワイドの問い合わせ情報）
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これは空白のページです。
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1 はじめに
本書について

本書の説明と手順は、Keysight U1191A、U1192A、U1193A、U1194A ハンドヘ

ルド・クランプ・メータ（以後「クランプ・メータ」）対象とします。 

図にはすべてモデル U1194A が示されています。

ドキュメント・マップ

本クランプ・メータに関しては、次のマニュアルとソフトウェアが使用できま
す。最新バージョンについては、次の Web サイトをご覧ください。
http://www.keysight.co.jp/find/hhTechLib.

マニュアルのリビジョンについては、各マニュアルの最初のページに記載され
ています。

– ユーザーズ・ガイド：本書。

– クイック・スタート・ガイド：キーサイト Web サイトから無料でダウン

ロード可能。

– サービス・ガイド：Keysight Web サイトから無料でダウンロード可能。

安全に関する注記

本書には各所に安全に関する注記が記載されています（フォーマットの例につ
いては安全情報のセクションを参照）。クランプ・メータを操作する前に、そ
れぞれの注記とその意味を理解しておいてください。 

本製品を安全に使用するためのより具体的な情報は、安全に関する注意事項の
セクションに記載されています。

指定された条件を完全に理解し、それが満たされていることを確認するまで、
安全に関する注記より先に進まないでください。
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はじめに 1
クランプ・メータの準備

梱包物の確認

クランプ・メータを受け取ったら、次の手順で梱包を検査します。

1 輸送用カートンに損傷がないかどうか調べます。損傷の徴候としては、輸
送用カートンのへこみや破れ、緩衝材に異常な圧力や圧縮が加わった痕跡
などがあります。クランプ・メータを返送する場合に備えて、梱包材料は
保存しておいてください。

2 輸送用カートンから本製品を慎重に取り出し、次の標準付属品を参照して、
標準付属品およびオプションで注文した付属品が含まれていることを確認
します。

– テストリード（4 mm チップ付き）

– 1.5 V 単 4 サイズアルカリ電池

– K 型熱電対（U1194A のみ）

– ソフト・キャリング・ケース

– 校正証明書

3 質問や問題がある場合は、本書の裏側に記載された Keysight 連絡先までお

問い合わせください。

電池の装着

クランプ・メータの電源は、1.5 V 単 4 型アルカリ電池 2 個（製品に同梱）か

ら供給されます。出荷時には、単 4 型アルカリ電池はクランプ・メータに装着

されていません。

以下の手順で電池を装着します。

電池を装着する前に、端子からすべてのケーブル接続を取り外し、ロータ
リ・スイッチが OFF位置にあることを確認してください。第 4章「特性と

仕様」に示す種類の電池以外は使用しないでください。
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1 はじめに
1 電池カバーを開けます。適切なプラスねじドライバでねじを緩め、図 1-1
に示すように電池カバーを取り外します。

2 電池を挿入します。電池の極性に注意してください。各電池の端子の正し
い向きは、電池挿入口内部に示されています。

3 電池カバーを閉じます。電池カバーを元の位置に戻し、ねじを締めます。

図 1-1 電池の装着

ディスプレイの左下隅にある電池レベル・インジケータに、電池の状態が示さ
れます。表 1-1 は、インジケータで示される電池の状態の説明です。
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はじめに 1
[a] 電池の交換が推奨されます。必ず第 4 章「特性と仕様」に記載された種類の電池を使用してください。

表 1-1 電池レベル・インジケータ

表示 電池容量

フル容量

2/3 容量

1/3 容量

（周期的に点滅）
ほぼ空 [a]

電池が消耗していると、間違った読み値が表示され、感電事故や怪我につ
ながるおそれがあります。電池消耗インジケータが表示されたら、ただち
に電池を交換してください。電池を短絡して放電したり、電池の極性を逆
にしたりしないでください。

電池漏れによる測定器の損傷を防ぐには：

– 空になった電池は必ずすぐに取り外します。 

– クランプ・メータを長期間使用しない場合は、必ず電池を取り外して、
個別に保存します。
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1 はじめに
クランプ・メータの電源をオンにする

クランプ・メータの電源をオンにするには、ロータリ・スイッチを OFF 位置

から別の位置に回します。

図 1-2 クランプ・メータの電源をオンにする

クランプ・メータをオフにするには、ロータリ・スイッチを OFF 位置に合わ

せます。
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はじめに 1
自動電源オフ（APO）

ロータリ・スイッチを動かすかキーを押す操作をせずに 15 分（デフォルト）

が経過すると、クランプ・メータは自動的にオフになります。クランプ・メー
タがオフになる前に、ビープ音が 3 回鳴ります。クランプ・メータの電源が自

動的にオフになった場合、どれかのキーを押すか、ロータリ・スイッチを別の
位置まで回すと、電源がオンになります。

自動電源オフ機能が働いているときには、ディスプレイの左下に 記号が表
示されます。

タイマ時間を変更したり、自動電源オフを無効にしたりするには、以下の手順
を実行します。

1 を押しながらクランプ・メータの電源をオンにして、セットアップ・メ

ニューに入ります。

2 自動電源オフ（A #）タイマ時間は、最初に表示されるセットアップ項目

です。

3 を押して、A # の値を変更します。 

Press  or  to change the timer period (from A 01 to A 99 minutes) or to 
completely disable the automatic power-off function (AoFF).

4 を押して変更を保存するか、 を押して変更を破棄し、次のセット

アップ項目に進みます。

5 セットアップ・メニューを終了するには、クランプ・メータの電源を入れ
直します。

バックライトをオンにする

周囲が暗くてディスプレイが見にくい場合は、 （U1192A/U1193A/U1194A

モデル）または （U1191A モデル）を押して、LCD バックライトをオンに

します。

LCD バックライトをオフにするには、もう一度 / を押します。

電池を節約するために、一定の時間が経つとバックライトはオフになります。
オフになるまでの時間は調整可能です。デフォルトのタイマ時間は 15 秒です。
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1 はじめに
タイマ時間を変更したり、バックライト・タイマを無効にしたりするには、以
下の手順を実行します。

1 を押しながらクランプ・メータの電源をオンにして、セットアップ・メ

ニューに入ります。

2 をもう一度押します。バックライト（b #）タイマ時間は、2 番目の

セットアップ・メニュー項目です。

3 を押して、b # の値を変更します。 

Press  or  to change the timer period (from b 01 to b 99 seconds) or to 
completely disable the backlight timer function (boFF).

4 を押して変更を保存するか、 を押して変更を破棄し、次のセット

アップ項目に進みます。

5 セットアップ・メニューを終了するには、クランプ・メータの電源を入れ
直します。

フラッシュライトをオンにする

この機能は、U1192A、U1193A、U1194A モデルのみで使用できます。

暗い場所でクランプ・メータを使用する場合は、 を 1 秒より長く押すと、

LED フラッシュライトがオンになり、テスト・ポイントが見やすくなります。

これは U1191A モデルでは使用できません。

を 1 秒より長く押すと、LED フラッシュライトがオフになります。

目に関する注意事項

LED フラッシュライトの光源を直接見るのは避けてください。一般的に、

明るい光源を長時間見続けると、目に悪影響が生じるおそれがあります。

電池寿命を延ばすために、フラッシュライトをオフにするまでのタイムアウト
時間をユーザが設定できます。この機能はデフォルトではオフになっています。
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はじめに 1
タイマ時間を変更したり、フラッシュライト・タイマを無効にしたりするに
は、以下の手順を実行します。

1 を押しながらクランプ・メータの電源をオンにして、セットアップ・メ

ニューに入ります。

2 を 2 回押します。フラッシュライト（t #）タイマ時間は、3 番目のセッ

トアップ・メニュー項目です。

3 を押して、t # の値を変更します。 

Press  or  to change the timer period (from t 01 to t 99 seconds) or to 
completely disable the flashlight timer function (toFF).

4 を押して変更を保存するか、 を押して変更を破棄し、次のセット

アップ項目に進みます。

5 セットアップ・メニューを終了するには、クランプ・メータの電源を入れ
直します。

測定中のアラートと警告

電圧アラート

クランプ・メータには、電圧測定の際の電圧アラート機能が備わっています。
測定電圧が、設定されているアラート値を（どちらの極性でも）超えた場合、
クランプ・メータのビープ音が繰り返し鳴ります。

人体に危険な電圧の表示

すべての電圧測定モードで、測定電圧が 30 V 以上になった場合は、感電事故

を予防するための警告として、 シンボルが表示されます。

安全のために、電圧アラートは無視しないでください。クランプ・メータが
電圧アラートを発した場合、高電圧が存在するため、十分注意して測定を
行う必要があります。
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1 はじめに
電源オン・オプション

一部のオプションは、クランプ・メータをオンにするときだけ選択できます。
このような電源オン・オプションの一覧を下の表に示します。 

電源オン・オプションを選択するには、表 1-2 に指定されたキーを押しなが

ら、ロータリ・スイッチを OFF 位置から他の位置に合わせます。

表 1-2 電源オン・オプション

キー 概要

LCD をテストします。 

LCD のすべてのインジケータが 10 秒間表示されます。このモードを終了

するには、クランプ・メータの電源を入れ直すか、クランプ・メータが
通常動作に戻るまで 10 秒間待ちます。

ファームウェア・バージョンを確認します。 

クランプ・メータのファームウェア・バージョンが、プライマリ・ディ
スプレイに表示されます。このモードを終了するには、クランプ・メー
タの電源を入れ直します。

クランプ・メータのセットアップ・メニューに入ります。

各セットアップ・メニュー項目の詳細については、この後の説明を参照
してください。

–「自動電源オフ（APO）」（23 ページ）

–「バックライトをオンにする」（23 ページ）

–「フラッシュライトをオンにする」（24 ページ）

–「導通テストのバックライト・アラートの変更」（53 ページ）

セットアップ・メニューを終了するには、クランプ・メータの電源を入
れ直します。

Enters the unit selection menu for temperature measurements (U1194A only). 

See 「Changing the default temperature unit」（62 ページ） for more information. 
Cycle the clamp meter’s power to exit this menu.

+
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はじめに 1
クランプ・メータの概要

外形寸法

前面図

77.14 mm

77.14 mm
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1 はじめに
背面図

225 mm
238 mm
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はじめに 1
概要

フロント・パネル

このセクションでは、クランプ・メータのフロント・パネルの各部分について
説明します。

図 1-3 フロント・パネル

クランプのあご

あごのマーキング

ホールド／最大最小
ボタン

ロータリ・スイッチ

ディスプレイ画面

機能ボタン

入力端子
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1 はじめに
リア・パネル

このセクションでは、クランプ・メータのリア・パネルの各部分について説明
します。

図 1-4 リア・パネル

フラッシュライト

ハンド・ガード

ハンドル

電池カバー
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はじめに 1
ロータリ・スイッチ

各ロータリ・スイッチ位置に対応する測定機能については、表 1-3（32 ペー

ジ）に示されています。ロータリ・スイッチを回すと、測定機能が切り替わ
り、他のすべての測定オプションがリセットされます。 

U1191A、U1192A、U1193A、U1194A のロータリ・スイッチ（図 1-3）の各位

置の説明を表 1-3 に示します。各機能の詳細については、それぞれの「詳細」

のページを参照してください。

いくつかのロータリ・スイッチ位置にはシフト機能があり、オレンジ色で印字
されています。 を押すと、シフト機能とプライマリ機能が切り替わります。

ロータリ・スイッチ位置を切り替える前に、測定ソースまたはターゲット
からテスト・リードを取り外してください。

表 1-3 で使用される省略形の一部を以下に示します。

– AC A：AC 電流測定

– DC A：DC 電流測定

– AC V：AC 電圧測定

– DC V：DC 電圧測定

– AC μA：AC 電流測定（μA まで）

– DC μA：DC 電流測定（μA まで）
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1 はじめに
表 1-3 ロータリ・スイッチの機能

凡例 プライマリ・ディスプレイに表示
される機能

U1194A U1193A U1192A U1191A 詳細

Off 4 4 4 4 22 ページ

AC A 4 4 4 4
42 ページ

DC A 4 - - -

周波数（電流経路） 4 4 4 - 66 ページ

AC V 4 4 4 4 46 ページ

周波数（電圧経路） 4 4 4 - 66 ページ

DC V 4 4 4 4 48 ページ

抵抗 4 4 4 4 50 ページ

導通 4 4 4 4 52 ページ

ダイオード 4 4 4 4 55 ページ

キャパシタンス 4 4 4 - 59 ページ

非接触電圧ディテクタ 4 4 4 - 70 ページ

温度 4 - - - 61 ページ

DC μA 4 - - -
64 ページ

AC μA 4 - - -
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はじめに 1
キーパッド

各キーの操作を下に示します。キーを押すと、機能がオンになり、関連するシ
ンボルが表示され、ビープ音が鳴ります。ロータリ・スイッチを別の位置まで
回すと、キーの現在の操作がリセットされます。

各機能の詳細については、それぞれの「詳細」のページを参照してください。

表 1-4 キーパッドの機能 

凡例
押す時間ごとの機能

詳細
1秒未満押した場合 1秒以上押した場合

ディスプレイの現在の読み値を固定
します。

最大値、最小値、または平均値を記
録します。

76 ページ

プライマリ機能とシフト機能（オレ
ンジ色で印字されたアイコン）を切
り替えます。

- 31 ページ

LCD バックライトをオン／オフし 

ます。
LED ライトをオン／オフします。

23 ページ

および
24 ページ

U1191Aのみ：

LCD バックライトをオン／オフし 

ます。

- 23 ページ

ヌル／相対モードを設定します。 - 73 ページ
Keysight U1190A クイック・スタート・ガイド 33



1 はじめに
ディスプレイ画面

このセクションでは、クランプ・メータの表示インジケータについて説明しま
す。使用可能な測定記号と記法の一覧については、「測定単位」（36 ページ）

も参照してください。

一般的な表示インジケータ

クランプ・メータの一般的な表示インジケータの一覧を下の表に示します。 

表 1-5 一般的インジケータ 

凡例 概要 詳細

≥30 V の電圧測定または過負荷の場合の危険電圧記号 25 ページ

ホールド・オン 76 ページ

オートレンジ・オン -

最大読み値をプライマリ・ディスプレイに表示

74 ページ

最小読み値をプライマリ・ディスプレイに表示

平均読み値をプライマリ・ディスプレイに表示

現在読み値をプライマリ・ディスプレイに表示

相対（ヌル）がオン 73 ページ

ダイオード・テストを選択 55 ページ

可聴導通テストを選択 52 ページ

DC（直流）表示
42 ページ

および 48 ページ

AC（交流）表示
42 ページ

および 46 ページ
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はじめに 1
電池容量表示 21 ページ

APO（自動電源オフ）がオン 23 ページ

プライマリ測定表示 －

測定単位 36 ページ

過負荷（読み値が表示レンジを超過） －

表 1-5 一般的インジケータ ( 続き )

凡例 概要 詳細
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1 はじめに
測定単位

クランプ・メータの各測定機能で使用可能な記号と記法を、表 1-6 に示しま

す。下にリストされている単位は、クランプ・メータのプライマリ・ディスプ
レイ測定に適用されます。

表 1-6 測定単位表示 

記号／記法 概要

M メガ 1E ＋ 06（1000000）

k キロ 1E ＋ 03（1000）

n ナノ 1E － 09（0.000000001）

μ マイクロ 1E － 06（0.000001）

m ミリ 1E － 03（0.001）

mV、V 電圧測定の V 単位

μA、mA、A 電流測定の A 単位

nF、μF、mF キャパシタンス測定の F 単位

Ω、kΩ、MΩ 抵抗測定の Ω 単位

Hz、kHz、MHz 周波数測定の Hz 単位

℃ 摂氏、温度測定の単位

°F Degree Fahrenheit, unit for temperature measurement
36 Keysight U1190A クイック・スタート・ガイド



はじめに 1
入力端子

クランプ・メータの各測定機能のための端子接続を下の表に示します。テス
ト・リードをコネクタ端子に接続する前に、クランプ・メータのロータリ・ス
イッチ位置を確認してください。

測定を開始する前に、選択した測定機能に対して正しい入力端子にプロー
ブ・アクセサリが接続されていることを確認します。

デバイスの損傷を避けるために、定格入力リミットを超えないようにして
ください。

表 1-7 各測定機能用の端子接続 

凡例 機能 U1194A U1193A U1192A U1191A 入力端子 過負荷保護

AC V 4 4 4 4

600 Vrms周波数 
（電圧経路）

4 4 4 -

DC V 4 4 4 4

ダイオード 4 4 4 4

600 Vrms
（ショート電流
＜ 0.3 A に対して）

キャパシタンス 4 4 4 -

抵抗 4 4 4 4

導通 4 4 4 4

非接触 
電圧ディテクタ

4 4 4 -

温度 4 - - -

DC μA 4 - - -
CAT III 600 V

AC μA 4 - - -
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1 はじめに
AC A 4 4 4 4

600 Arms

DC A 4 - - -

周波数 
（電流経路）

4 4 4 -

表 1-7 各測定機能用の端子接続 ( 続き )

凡例 機能 U1194A U1193A U1192A U1191A 入力端子 過負荷保護
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はじめに 1
クランプ・メータの清掃

端子に汚れや湿気があると、測定にエラーが生じるおそれがあります。クラン
プ・メータの清掃は以下の手順で行います。

1 クランプ・メータをオフにして、テスト・リードを取り外します。

2 クランプ・メータを裏返しにして、端子内にたまったほこりを払います。

ケースは、柔らかいリントフリー布をわずかに湿らせて拭いてください。洗剤、
揮発性の液体、化学溶剤は使用しないでください。 

感電事故やクランプ・メータの損傷を防ぐために、ケースの内部が常に乾
燥した状態にしてください。
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1 はじめに
これは空白のページです。
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この章では、クランプ・メータで測定を行う方法を説明します。
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2 測定の実行
AC または DC 電流の測定

AC 電流または DC 電流（U1194A モデルのみ）を測定するには、図 2-2 に示す

ようにクランプ・メータをセットアップします。ワイヤ／ケーブルを挟んで、
表示を読み取ります。

クランプのあごで電流を測定する場合は、テスト・リードが入力端子から
取り外されていることを確認してください。

クランプ・メータでは、必ず導線を一度に 1 本ずつ測定します。複数の導

線を測定すると、導線を流れる電流のベクトル和により、読み値が不正確
になる可能性があります。 

ワイヤまたはケーブルのメッシュから 1 本のワイヤまたはケーブルを分離

するには、ワイヤ・セパレータを使用します。詳細については、「ワイヤ・
セパレータおよびフックの使用」（44 ページ）を参照してください。

電流測定で最高の確
度を得るには、ケー
ブルをあごのマーク
に合わせます。

電流フ
ロー

電流フ
ロー

正確 不正確

4 8

を押すと、AC 電流の周波数を測定できます（U1192A、U1193A、U1194A
モデルのみ）。詳細については「周波数の測定」（66 ページ）を参照してくだ

さい。
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測定の実行 2
図 2-1 AC 電流表示

図 2-2 AC 電流の測定

3

1

2

4

5

導線
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2 測定の実行
ワイヤ・セパレータおよびフックの使用

クランプ・メータは、ワイヤ・セパレータおよびフックが使用可能な設計に
なっており（図 2-3 を参照）、ワイヤまたはケーブルのメッシュから 1 本のワ

イヤまたはケーブルだけを分離して測定できます。 

ワイヤ・セパレータおよびフックを使用すれば、通電しているワイヤやケーブ
ルに触れずに測定できるので、絶縁保護を使用したり、電圧源または電流源を
オフにしたりする手間がありません。

ワイヤ・セパレータおよびフックを使用する手順を以下に示します。

図 2-3 ワイヤ・セパレータおよびフックのデザイン

ワイヤ・セパ
レータの先端

フック
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測定の実行 2
1 クランプのあごをわずかに開いて、ワイヤ・セパレータの先端が見えるよ
うにします。ワイヤ・セパレータの先端を使用して、測定するワイヤまた
はケーブルを見つけます。

2 ワイヤまたはケーブルをクランプ・ジョーにしっかりと引っかけ、手前に
引っ張って分離します。

3 クランプ・ジョーを閉じてワイヤまたはケーブルを固定し、測定値を読み
取ります。

ワイヤまたはケー
ブルのメッシュ
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2 測定の実行
AC 電圧の測定

AC 電圧を測定するには、クランプ・メータを図 2-5 のようにセットアップし

ます。テスト・ポイントをプローブし、表示を読み取ります。

図 2-4 AC 電圧表示

リードを入れ替えると、負の読み値が表示されますが、クランプメータが損傷
されることはありません。

U1193A および U1194A モデルの場合：

このクランプ・メータの AC 電圧測定値は、真の実効値（RMS）の読み値で返

されます。この読み値は、正弦波の場合に正確です。正弦波以外の波形の場合
は、第 4 章「特性と仕様」を参照してください。

を押すと、AC 電圧源の周波数を測定できます（U1192A、U1193A、
U1194A モデルのみ）。詳細については「周波数の測定」（66 ページ）を参照し

てください。
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測定の実行 2
図 2-5 AC 電圧の測定

2

4

AC

1

3
電圧源
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2 測定の実行
DC 電圧の測定

DC 電圧を測定するには、クランプ・メータを図 2-7 のようにセットアップし

ます。テスト・ポイントをプローブし、表示を読み取ります。

図 2-6 DC 電圧表示

クランプ・メータは、DC 電圧の値と極性を表示します。負の DC 電圧の場合、

ディスプレイの左側にマイナス符号が表示されます。
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測定の実行 2
図 2-7 DC 電圧の測定

DC

3

1

2
電圧源
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2 測定の実行
抵抗の測定

抵抗を測定するには、クランプ・メータを図 2-9 のようにセットアップしま

す。テスト・ポイントをプローブし、表示を読み取ります。

図 2-8 抵抗表示

クランプ・メータや被試験機器の損傷を防ぐために、抵抗を測定する前に、
回路の電源を切り離し、高電圧キャパシタをすべて放電してください。

抵抗（電流が流れにくい性質）を測定するには、テスト・リードから微少な電
流を被試験回路に流します。この電流はリード間のすべての可能な経路を流れ
るため、抵抗測定値は、リード間のすべての経路の全抵抗を表します。抵抗は
オーム（Ω）で測定されます。

抵抗を測定する際には、以下のことに注意してください。

– テスト・リードにより、抵抗測定に 0.1 Ω ～ 0.2 Ω の誤差が生じる可能性

があります。リードをテストするには、プローブ・チップ同士を接触させ
て、リードの抵抗を読み取ります。

– クランプ・メータのテスト電流はプローブ・チップ間の可能なすべての経
路を流れるため、回路内の抵抗素子の測定値は、抵抗素子の定格値と異な
る場合があります。

– 抵抗機能によって発生する電圧によって、シリコン・ダイオードやトラン
ジスタ接合が正バイアスされて導通する可能性があります。
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測定の実行 2
図 2-9 抵抗の測定

3

1

2
抵抗
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2 測定の実行
導通のテスト

導通をテストするには、クランプ・メータを図 2-12 のようにセットアップし

ます。テスト・ポイントをプローブし、表示を読み取ります。

を押すと、抵抗測定と導通測定が切り替わります。詳細については図 2-12
を参照してください。

図 2-10 オープン導通表示

図 2-11 クローズ導通表示

クランプ・メータや被試験機器の損傷を防ぐために、導通をテストする前
に、回路の電源を切り離し、高電圧キャパシタをすべて放電してください。

導通とは、電流が流れる経路が存在することです。導通テストは、回路が導通
されている場合に、ビープ音を鳴らし、バックライトを点滅させて通知しま
す。音と光のアラートによって、ディスプレイを注視していなくても導通テス
トをすばやく実行できます。
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測定の実行 2
導通テストのバックライト・アラートの変更

被試験回路の抵抗がしきい値より小さい場合に、導通を示すために、ビープ音
に加えてバックライトが点滅するように設定できます。

導通テストのバックライト・アラートをオン／オフするには、以下の手順を実
行します。

1 を押しながらクランプ・メータの電源をオンにして、セットアップ・メ

ニューに入ります。

2 をもう一度押します。導通バックライト・アラート（ ）は、4 番目の

セットアップ・メニュー項目です。

3 を押して、導通バックライト・アラートを変更します。 

導通バックライト・アラート

4 を押して変更を保存するか、 を押して変更を破棄し、次のセット

アップ項目に進みます。

5 セットアップ・メニューを終了するには、クランプ・メータの電源を入れ
直します。

– 導通テストの結果を示すために、被試験回路の抵抗がしきい値より小さい
場合（ショート）に、ビープ音が鳴り、バックライトが点滅するように設
定できます。

– 導通機能は、持続時間が最小 1 ms の間欠的なショートを検出します。短時

間のショートを検出すると、クランプ・メータは短いビープ音と点滅で知
らせます。

– バックライトによるアラートは、セットアップ・メニューでオン／オフで
きます。詳細については、「導通テストのバックライト・アラートの変更」

（53 ページ）を参照してください。
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2 測定の実行
図 2-12 導通のテスト

4

1

3

2

オープン

クローズド
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測定の実行 2
ダイオードのテスト

ダイオードをテストするには、クランプ・メータを図 2-15 のようにセット

アップします。テスト・ポイントをプローブし、表示を読み取ります。

図 2-13 ダイオード表示

クランプ・メータや被試験機器の損傷を防ぐために、ダイオードをテスト
する前に、回路の電源を切り離し、高電圧キャパシタをすべて放電してく
ださい。

– ダイオード・テストは、ダイオード、トランジスタ、シリコン制御整流器
（SCR）などの半導体デバイスのチェックに使用します。正常なダイオード

では、電流は一方向だけに流れます。 

– このテストでは、半導体接合に電流を流し、接合の電圧降下を測定します。

– 赤のテスト・リードをダイオードの正の端子（アノード）に、黒のテス
ト・リードを負の端子（カソード）に接続します。ダイオードのカソード
には目印としてバンドがついています。

クランプ・メータは、ダイオードの約 1.8 V までの正バイアスを表示できま

す。代表的なダイオードの正バイアスは 0.3 V ～ 0.8 V の範囲ですが、測定値

はプローブ・チップ間の他の経路の抵抗によって変化する可能性があります。
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2 測定の実行
プローブを反転し（図 2-16 を参照）、ダイオード両端の電圧を再度測定しま

す。次の指針に基づいてダイオードを評価します。

– 逆バイアス・モードでクランプ・メータが と表示した場合は、ダイ
オードは正常と考えられます。

– クランプ・メータが正バイアス・モードと逆バイアス・モードの両方で
約 0 V を表示し、クランプ・メータのビープ音が連続して鳴る場合は、

ダイオードはショートしていると考えられます。

– 正バイアス・モードと逆バイアス・モードの両方でクランプ・メータが
と表示した場合は、ダイオードはオープンであると考えられます。

図 2-14 オープン・ダイオード表示

ダイオード・テスト中にビープ音がオンになっている場合、接合が正常な場合
は短いビープ音が鳴り、接合がショートしている場合にはビープ音が連続して
鳴ります。
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測定の実行 2
図 2-15 正バイアス・ダイオードのテスト
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正バイアス・
ダイオード
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2 測定の実行
図 2-16 逆バイアス・ダイオードのテスト
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2

逆バイアス・
ダイオード
58 Keysight U1190A クイック・スタート・ガイド



測定の実行 2
キャパシタンスの測定

この測定機能は、U1192A、U1193A、U1194A モデルのみで使用できます。

キャパシタンスを測定するには、クランプ・メータを図 2-18 のようにセット

アップします。テスト・ポイントをプローブし、表示を読み取ります。

図 2-17 キャパシタンス表示

クランプ・メータや被試験機器の損傷を防ぐために、キャパシタンスを測
定する前に、回路の電源を切り離し、高電圧キャパシタをすべて放電して
ください。キャパシタが完全に放電したかどうかを確認するには、DC 電

圧機能を使用します。

キャパシタンス測定では、クランプ・メータは既知の電流で一定時間キャパ
シタを充電し、生じる電圧を測定して、その結果からキャパシタンスを計算
します。

1000 μF を超えるキャパシタンスを測定する場合は、最初にキャパシタを放電

してから、適切な測定レンジを選択します。これにより測定時間が短縮され、
正しいキャパシタンス値が得られることが保証されます。
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2 測定の実行
図 2-18 キャパシタンスの測定

2

4

1

3

キャパシタ
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測定の実行 2
温度の測定

この測定機能は、U1194A モデルのみで使用できます。

温度を測定するには、クランプ・メータを図 2-20 のようにセットアップしま

す。テスト・ポイントをプローブし、表示を読み取ります。

図 2-19 温度表示

電気が流れている回路に熱電対を接続しないでください。接続した場合、
火災や感電事故のおそれがあります。

熱電対リードを鋭角に曲げないでください。何度も曲げているうちに、
リードが断線するおそれがあります。

– クランプ・メータは、温度を測定するために K 型熱電対プローブ（U1194A
モデルに標準で付属）を使用します。

– 端子と 端子をショートさせると、クランプ・メータの端子の温度が表
示されます。
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2 測定の実行
Changing the default temperature unit

Follow the steps below to change the temperature unit between Celsius (°C) or 
Fahrenheit (°F).

1 Press and hold  and  while powering on the clamp meter to enter the 
temperature unit selection menu.

2 Press  to make changes to the temperature unit. 

Press  or  to change the temperature unit (°C or °F).

3 Press  to save the changes.

Cycle the clamp meter’s power to exit the temperature unit selection menu.

Always set the temperature unit display per the official requirements and in 
compliance with the national laws of your region.

ビーズ型の熱電対プローブは、PTFE 互換環境での－ 40 ℃～ 204 ℃の温度測

定に適しています。この熱電対プローブを液体に浸けないでください。液体や
ゲルの場合は水浸プローブ、空気測定の場合はエア・プローブなど、各アプリ
ケーション専用の熱電対プローブを使用すると、良い結果が得られます。

測定の際は以下の手順を遵守してください。

– 測定する表面をきれいにし、プローブがしっかりと表面に接触するように
します。印加電力をオフにしてください。

– 周囲温度より高い温度を測定する場合は、熱電対を表面に沿って動かしな
がら、最も高い温度読み値を読み取ります。

– 周囲温度より低い温度を測定する場合は、熱電対を表面に沿って動かしな
がら、最も低い温度読み値を読み取ります。

– クランプ・メータはミニチュア熱プローブ付きの非補正伝達アダプタを使
用しているので、動作環境に 1 時間以上置いておく必要があります。
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測定の実行 2
図 2-20 表面温度の測定
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2 測定の実行
AC または DC 電流の測定 （µA まで）

この測定機能は、U1194A モデルのみで使用できます。

AC または DC 電流（μA まで）を測定するには、クランプ・メータを図 2-22
のようにセットアップします。テスト・ポイントをプローブし、表示を読み取
ります。

図 2-21 DC 電流表示

アースに対するオープン電位が 1000 V を超える場合は、インサーキット

電流測定は絶対に行わないでください。クランプ・メータの損傷や感電事
故につながるおそれがあります。

– クランプ・メータや被試験機器の損傷を防ぐため、測定に対して適切な
端子、機能、レンジを使用してください。600 μA を超える電流にはク

ランプのあごを使用します。.

– 電流を測定するには、被試験回路をオープンにし、クランプ・メータを回

路と直列に挿入する必要があります。リードが電流端子に接続されてい
る場合、回路やコンポーネントの両端に（並列に）プローブを接続しな
いでください。

– リードが電流端子に接続されている場合に、通電している回路の両端に
（並列に）プローブを接続すると、被試験回路が損傷するおそれがあり
ます。これは、クランプ・メータの電流端子間の抵抗が非常に小さいた
め、ショートが発生するからです。
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測定の実行 2
図 2-22 AC/DC 電流の測定（μA まで）
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2 測定の実行
周波数の測定

この測定機能は、U1192A、U1193A、U1194A モデルのみで使用できます。

クランプ・メータでは、リアルタイムの電流または電圧と周波数測定の同時モ
ニタを実行できます。

電圧または電流レベルが仕様の範囲を超える場合、周波数測定は行わない
でください。

– 信号の周波数を測定すると、ニュートラル線の高調波電流の存在を検出し、
それらのニュートラル電流が不平衡位相または非線形負荷の結果であるか
どうかを確認できます。

– 周波数とは、1 秒間に発生する信号のサイクル数です。周波数は、1/ 周期

で定義されます。周期は、2 つの連続した同一極性のエッジが中間しきい

値を通過する時間の間隔と定義されます（下図を参照）。

– クランプ・メータは、電圧または電流信号の周波数を測定するために、一
定時間内に信号がしきい値レベルを通過する回数をカウントします。

Rise Time Fall Time

+ Width – Width

Period

90%

50%

10%
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測定の実行 2
図 2-23 周波数表示

図 2-24 周波数の測定
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2 測定の実行
これは空白のページです。
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3 クランプ・メータの機能
AC 電圧の存在の検出（Vsense）

この測定機能は、U1192A、U1193A、U1194A モデルのみで使用できます。

Vsense ディテクタは非接触の電圧ディテクタで、近くの AC 電圧の存在を検出

します。

Vsense 機能を使用するには、クランプ・メータを図 3-3 のようにセットアッ

プします。

– Vsense ディテクタの動作を確認するため、使用の前と後に、本製品の定

格 AC 電圧レンジ内の既知の通電回路をテストすることをお勧めします。 

– Vsense アラート表示がなくても、電圧が存在する可能性があります。

シールド付きワイヤの場合は Vsense ディテクタは信頼できません。通

電している電圧または導線に触れる際には、必ず必要な絶縁保護を行う
か、電圧源をオフにしてください。 

– Vsense ディテクタは、ソケット・デザインの違い、絶縁の厚さ、絶縁

の種類に影響を受ける可能性があります。

アラート表示がなくても、Vsense 機能を使用した後で、AC V、DC V のい

ずれかの機能で、テスト・リードを使って電圧を測定することをお勧めし
ます。

AC 電圧の存在を検出すると、クランプ・メータのビープ音が鳴ります。ビー

プ音のアラートによって、近傍の AC 電圧の存在を簡単に検出できます。

このモードでは、電圧測定の分解能と確度は表示されません。
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クランプ・メータの機能 3
を押すと、Vsense ディテクタの感度を Hi.SE（高感度）または Lo.SE（低

感度）に切り替えられます。

図 3-1 Vsense（高感度）表示

図 3-2 Vsense（低感度）表示

– AC 電圧（Hi.SE 設定で最小 24 V）を検出するには、クランプ・メータを導

体に近づけます。

– 低感度設定は、埋め込み式の電源コンセントや、各種のマルチタップまた
はコードに対して使用できます。 

– 高感度設定は、実際の AC 電圧がコネクタ自体よりも奥にある、埋め込み

形電源コネクタやソケットの AC 電圧の検出に使用できます。
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3 クランプ・メータの機能
図 3-3 電圧の存在の検出
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クランプ・メータの機能 3
相対測定（ヌル）の実行

ヌル測定（比測定とも呼ばれる）を実行した場合は、各読み値は、保存されて
いる（測定された）ヌル値と入力信号の差です。 

その用途の 1 つは、テスト・リードの抵抗を除去することにより、端子抵抗測

定の確度を高めることです。リード抵抗の除去はまた、キャパシタンス測定の
前にも重要です。

1 相対モードをオンにするには、 キーを押します。ヌルをオンにした時点

での測定値が、基準値として記録されます。

図 3-4 ヌル表示

2 ヌル機能をオフにするには、 をもう一度押します。

どの測定機能の場合でも、テスト・リードをオープンにした状態（テスト・
リードのキャパシタンスを除去）、ショートにした状態（テスト・リードの抵

抗を除去）、または目的のヌル値回路の両端に接続した状態で、 を押すこと

により、ヌル値を直接測定して記録することができます。

– 抵抗測定では、リードの抵抗があるため、2 本のテスト・リードを直接接

触させた場合でもクランプ・メータの読み値は 0 になりません。このため、

ヌル機能を使用して表示を 0 に調整します。

– DC 電圧測定の場合は、熱起電力により測定の確度が影響されます。テス

ト・リードをショートさせて、表示値が安定したら を押すことにより、

表示をゼロ調整します。
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3 クランプ・メータの機能
最大値および最小値の捕捉（MaxMin）

MaxMin 操作は、一連の測定中の最大／最小／平均入力値を記録します。 

入力が記録されている最小値を下回るか記録されている最大値を上回った場合
は、クランプ・メータはビープ音を鳴らし、新しい値を記録します。クラン
プ・メータは、Max.Min モードをオンにしてからのすべての読み値の平均も計

算します。

クランプ・メータのディスプレイから、任意の読み値のセットに関する以下の
統計データを確認できます。

– Max：Max.Min 機能がオンになってからの最大の読み値

– Min：Max.Min 機能がオンになってからの最小の読み値

– Avg：Max.Min 機能がオンになってからのすべての読み値の平均

– MaxMinAvg：現在の測定値（実際の入力信号値）

1 を 1 秒より長く押すと、Max.Min 操作がオンになります。

2 をさらに押すと、最大、最小、平均、現在（MaxMinAvg）の入力値が

順に表示されます。

3 を 1 秒より長く押すと、Max.Min 機能がオフになります。

図 3-5 Max.Min 表示

過負荷が記録された場合は、平均機能は停止します。平均値の代わりに が表
示されます。
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クランプ・メータの機能 3
このモードは、間欠的な読み値の捕捉、最小／最大読み値の無人記録、機器を
操作するためにクランプ・メータのディスプレイを見ていられない場合の読み
値の記録などに使用できます。 

表示される真の平均値は、記録開始以後に捕捉されたすべての読み値の算術平
均です。この平均値は、不安定な入力のスムージング、消費電力の計算、回路
がアクティブな時間の割合の推定などに利用できます。
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3 クランプ・メータの機能
ディスプレイの固定（Hold）

任意の機能の表示を固定するには、 キーを押します。

図 3-6 表示のホールド

もう一度 を押すと、この機能がオフになります。
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Keysight U1190A オーディオ・アナライザ

クイック・スタート・ガイド
4 特性と仕様

U1190A オーディオ・アナライザの特性と仕様については、データシートをご覧

ください (http://literature.cdn.keysight.com/litweb/pdf/5990-8646EN.pdf)。
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4 特性と仕様
これは空白のページです。
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